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話題
Aggressive fibromatosis に対する治療法の確立
山 室 隆 夫
多くは若年者の四肢に発生する軟部腫虜で，組織学的には fibromaの所見を呈するが単なる腫
場別出術を行っても 1～2年で再発を繰り返えし， 遂には骨を侵蝕して四肢の切断を余儀なくさ
せられるような腫蕩がある． この腫場は古くより知られている abdominaldesmoid tumorと
組織学的には酷似しており，腰原線維に富み線維芽細胞および線維細胞が uniform な形態を示
す．部位により cellularityのやや高い所もあるが核の呉型性や濃染性はなく核分裂像はないか
極めて稀である. Abdominal desmoid tumor と異なる点は被膜をもたず周囲組織特に筋肉内
で筋の長軸方向に向って浸潤して行く性質が強し非常に再発し易く，遂には筋の附着部を通っ
て骨にまで浸潤・侵蝕していく性質をもっていることである． この腫療は従来から種々の名称で
呼ばれてきた． 例えば， Extra abdominal desmoid tumor, musculo-aponeurotic fibro-
matosis, desmoid fibromatosis, non-metastasizing fibrosarcoma, juvenile fibromatosis, 
aggressive fibromatosis, pseudosarcomatous fibromatosisなどである． これらの名称が示
















培養を行って 3H-prolineの取りこみをしらべたところ collagensynthesis が著明に増大して
いることを示唆する所見をえた．また，本瞳場組織の lysyloxidase活性を測定したところ，正
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んだのは， 99mTcで標識した 99mTc-Bleomycinによる scintigraphyの所見から aggressive 









応歴のある l例を除けば経験していない．以上述べた三者併用療法は aggressivefibromatosis 
に対する確実な治療法であると考えられる．
